
写真、図表一覧      加古川市史に読むわがふるさと国包（畑 偕夫編） 

                                                                                 

番号 
掲出場所（頁） 

           図表名 
加古川市発行書籍での掲載箇所 
書籍名のないものは加古川市史 

B5版 
縦書 

A4版 
横書 

１ 表紙 表紙 嘉永年代頃の国包川辺実況図（鈴木信三所蔵） 
加古のながれ－市史余話－ 
カバー絵 

１ 巻頭 巻頭 嘉永年代頃の国包川辺実況図（鈴木信三所蔵） 
加古のながれ－市史余話－ 
カバー絵 

２ 〃 〃 国包の鉄橋を渡る蒸気機関車（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、p
４７ 

３ 〃 〃 国包付近の地図 明治１６年（１８８３）  

４ 〃 〃 国包付近の地図 昭和５５年（１９８０）  

５ １４ １１ ３８００万年前ころの海岸線（推定） 第一巻、 p７２ 

６ １５ １１ ２００万年前ころの海岸線（推定） 第一巻、 p７３ 

７ １６ １２ ５，６０万年前ころの海岸線・湖岸線（推定） 第一巻、 p７４ 

８ 〃 〃 ６０００年前ころの海岸線 第一巻、 p８６ 

９ 〃 〃 現在の地表形 第一巻、 p８６ 

１０ １９ １３ 宮山遺跡の縄文土器（拓本） 
第一巻、 p１５７ 
第一巻、 付図 

１１ ２０ 〃 市域の弥生時代中期の遺跡と生活圏（円の直径は５ｋｍ） 第一巻、 p１７０ 

１２ ２１ １４ 望塚出土銅鐸 第一巻、 p１９１ 

１３ ２２ １５ 銅鐸が出土した望塚の高まり／（八幡町上西条） 第一巻、 p１９２ 

１４ ２５ １６ 三角縁神獣鏡（左）勅使塚古墳／（右）東車塚古墳 第一巻、 p２３２ 

１５ ２６ １７ 聖徳閣 第三巻、 巻頭写真 

１６ ２７ 〃 西条古墳群略図 第一巻、 p２８２－２８３ 

１７ 〃 〃 西条５２号墓出土の内行花文鏡拓本 第一巻、 p２１６ 

１８ ２８ １８ 横穴式石室（升田山１５号墳） 第一巻、 p２７５ 

１９ ３０ １９ 白沢５号窯陶製人形 第四巻、 巻頭写真 

２０ ３２ 〃 長慶寺古墳 内行花文鏡 第一巻、 p２５１ 

２１ ４０ ２３ 条里制の概要 第一巻、 p３８９ 

２２ ４１ ２４ 播磨山陽道駅家・駅路復元図／（木下良） 第一巻、 p４２５ 

２３ ４９ ２７ 報恩寺 第一巻、 p５７１ 

２４ 〃 〃 報恩寺五輪塔 第一巻、 p５７２ 

２５ ６３ ３３ 歴代姫路藩主 第二巻、 p２２０ 

２６ ６４ ３４ １５万石時代（１６４４以降）の姫路藩領 第二巻、 p２２１ 

２７ ６６ ３５ 五ヶ井・新井水路図 第二巻、 p２５７ 

２８ ６７ ３６ 姫路藩領の大庄屋組 第二巻、 p２７３－２７４ 

２９ ６９ ３８ 慶長播磨国絵図（部分）（天理図書館所蔵） 第五巻、 巻頭写真 

３０ ７０ 〃 慶長播磨国絵図（加古川宿付近） 第二巻、 p２０４ 

３１ ７２ ３９ 正保播磨国絵図（部分） 第五巻、 付図 

３２ ７３ ４０ 元禄郷帳にあらわれた正保以降の印南野台地・印南郡の新田 第二巻、 p２３９ 

３３ ７４ ４１ 元禄播磨国絵図（部分） 第五巻、 付図 



３４ 〃 〃 元禄播磨国絵図（解読） 第五巻、 付図 

３５ ７５ ４２ 市域村々の村高（関係分） 第一巻、 p２３５ 

３６ ７６ ４３ 新村の開村・開発、独立時期 第二巻、 p３０９ 

３７ ７７ ４４ 文禄・慶長期の加古川の流路（慶長播磨国絵図による） 第二巻、 p２０８ 

３８ ７９ ４５ 分岸寺川（現存は道路） 第二巻、 p３１４ 

３９ 〃 〃 升田堤築造後の加古川の流路 第二巻、 p２８４ 

４０ ８０ 〃 近世後期の加古川の流路（文化１３年、１８１６） 第二巻、 p２８５ 

４１ ９２ ５０ 一揆の経過図 第二巻、 p３８７ 

４２ ９８ ５４ 国包村明細帳（部分）（畑弘文所蔵） 

第二巻、 p３３２－３３４ 
第二巻、 p４３２－４３３ 
第二巻、 p５００－５０1 
第五巻、 p１７０－１７９ 

４３ １０４ ５７ 村絵図（文化８年、１８１１）右側 第五巻、 p３３４ 

４４ １０５ ５８ 〃         左側 第五巻、 p３３５ 

４５ １０８ ５９ 高瀬舟想像図（芹年清） 

加古のながれ－市史余話－、 ｐ

１２４－１２５ 
第二巻、 p３３２－３３４ 
第二巻、 p５０５－５０７ 

４６ １１３ ６２ 伊能忠敬の測線 第二巻、 p６２３ 

４７ １１７ ６３ 本岡篤信家住宅 第七巻、 p９７ 

４８ 〃 〃 本岡家住宅平面見取図 第七巻、 p９７ 

４９ １２２ ６６ 亀之井用水水源地  

５０ 〃 〃 分水標 第二巻、 p６３３ 

５１ １２４ ６７ 亀之井用水の図 第二巻、 p６３３－６３８ 

５２ １２８ ６９ 亀之井碑 第二巻、 p６３８ 

５３ １２９ 〃 亀之井頭着工竣工（平成５年、１９９３）  

５４ １３２ ７０ 一揆の進行経路（全般） 第二巻、 p６５４ 

５５ １３３ ７１ 一揆の進行経路（部分） 
加古の流れ－市史余話－、 
p１４９ 
第二巻、 p６６５ 

５６ １４８ ７８ 市域を構成する１町１６村（明治２２年、１８８９） 第三巻、 p９５ 

５７ １６３ ８５ 播州鉄道線路図 第三巻、 p２７３ 

５８ １６４ ８４ 旅客人数（大正４年、１９１５） 第三巻、 p２７４ 

５９ １７９ ９２ 加古川改修工事平面図（全般） 第三巻、 p５３４ 

６０ １８０ 〃 加古川改修工事平面図（部分） 
加古のながれ－市史余話－、 p２
２９ 

６１ １８４ ９４ 上荘村農会是 第三巻、 p５１９ 

６２ １８９ ９７ トラピスチヌ修道院 第三巻、 p５６７ 

６３ １９１ ９８ 農民倶楽部・村 第三巻、 p６１１ 

６４ １９７ １００ 加古川市域の空襲状況 第三巻、 p７１２ 

６５ ２０６ １０４ 加古川市制施行・別府町合併直後の加印両郡 第三巻、 p８４４ 

６６ ２０７ １０５ 加古・印南郡内における 戦後の合併略年表 第三巻、 p８４５ 

６７ ２０８ １０６ 市域の拡大・発展の変遷 第三巻、 p７９４ 

６８ ２１２ １０８ 戦後加古川市域の中学校 第三巻、 p８４８ 



６９ ２２２ １１３ 国包の地図（昭和３８年、１９６３）  

７０ ２２３ １１４ 昭和初期における国包の町並  

７１ ２２４ １１５ 国包の地図（昭和５４年、１９７９）  

７２ ２２５ １１６ 厄神の地図（昭和５４年、１９７９）  

７３ ２２７ １１７ 国包字限図（明治１０年、１８７７）  

７４ ２３０ １１９ 築山神社の榎・椋の樹  

７５ ２３２ １２０ 国包村絵図（文政７年、１８２４）右側 第五巻、 p３２６ 

７６ ２３３ 〃 〃           左側 第五巻、 p３２７ 

７７ ２３４ １２１ 御新開絵図（文政７年、１８２４） 第五巻、 p３２５ 

７８ ２３６ １２２ 国包公会堂  

７９ ２４１ １２４ 局舎落成記念（明治３３年、１９００）（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、

p３７ 

８０ ２４２ 〃 大正９年（１９２０）の郵便局舎（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、

p４７ 

８１ 〃 〃 電話交換室（開通当時）（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、

p２３ 

８２ ２４４ １２６ 電話自動化（昭和４８年、１９７３）  

８３ ２４７ １２７ 唐箕  

８４ ２５１ １２９ 八幡町の地図（大正１５年、１９２６）  

８５ ２５２ 〃 圃場整理後の地図（昭和５３年、１９７８）  

８６ ２５７ １３２ 三原先生と世話人（新居前）  

８７ ２６１ １３３ 国包郵便局舎（昭和４２年、１９６７）  

８８ ２６２ １３４ 国包郵便局舎（昭和６３年、１９８８）  

８９ 〃 〃 厄神公民館（平成１１年、１９９９）  

９０ ２６３ １３５ 新厄神駅  

９１ 〃 〃 鉄橋を渡る列車（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、

p４７ 

９２ ２６７ １３７ 国包の町並（昭和初期）（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、

p２３ 

９３ 〃 〃 国包の町並（昭和初期）（畑健夫撮影）  

９４ ２６８ １３８ せいめいさん  

９５ ２７１ １３９ 国包の渡し（昭和初期）（畑健夫撮影） 
明治・大正・昭和初期の加古川、

p４０ 

９６ 〃 〃 レガッタ  

９７ 〃 〃 国包水質自動監測所  

９８ ２７８ １４３ 編集者  

 

 

                ホームに戻る 


